
 

船舶事故調査報告書 

平成２８年１２月１５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２８年１月１３日 １１時１２分ごろ 

発生場所 大分県大分市大分港 

大分港日
ひ

吉原
よしばる

泊地東防波堤灯台から真方位０５２°１,４２０ｍ付

近 

 （概位 北緯３３°１６.０′ 東経１３１°４７.０′） 

事故の概要 液化ガスばら積船日
ひ

吉
よし

丸は、南進中、また、引船龍
りゅう

豊
ほう

丸は台船Ｙ

２７をえい
．．

航して北東進中、日吉丸とＹ２７が衝突した。 

事故調査の経過 平成２８年１月１４日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 液化ガスばら積船 日吉丸、９９８トン 

     １４０２５７、日吉汽船株式会社、独立行政法人鉄道建設・運

輸施設整備支援機構 

Ｂ 引船 龍豊丸、６３トン 

   １２９０３６、豊海運株式会社 

Ｃ 台船 Ｙ２７、総トン数なし 

   なし、豊海運株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、三級（航海） 

Ｂ 船長Ｂ、五級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ バルバスバウに凹損等 

Ｂ なし 

Ｃ 右舷外板に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向  西北西、風力  ６、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ 

 事故の経過 

 

Ａ船は、船長Ａほか９人が乗り組み、積荷役の目的で、大分港の検

疫錨地を抜錨し、私設バースに向けて約５～６ノット（kn）の対地速

力で南進を開始した。 

船長Ａは、抜錨の際、日吉原泊地の防波堤入口付近に‘Ｂ船とＣ船

の引船列’（以下「Ｂ船引船列」という。）を視認しており、Ｂ船引船

列が右方から接近してきたので、Ｂ船引船列の後方を通過しようと思

い、Ｃ船に向けて右転を始めたところ、Ａ船の船首とＣ船の右舷側が

衝突した。 

Ｂ船は、船長Ｂほか２人が乗り組み、Ｂ船の船尾からＣ船の後端ま

で長さ約１００ｍのＢ船引船列を構成し、大分県臼杵市臼杵港に向け

て大分港日吉原泊地から出航した。 



 

船長Ｂは、日吉原泊地の防波堤入口を通過し、約６kn の対地速力で

北東方に定針したとき、左舷前方にＡ船を視認した。 

船長Ｂは、左方から接近するＡ船がＢ船の船首方至近で横切るか、

あるいは衝突するように見えたので、左舵一杯を取って左転を始めた

ところ、Ｃ船とＡ船とが衝突した。 

分析 Ａ船は、南進中、船長ＡがＢ船引船列に対する見張りを適切に行っ

ていなかったことから、針路を右に転じる時機が遅れ、Ｃ船と衝突し

たものと考えられる。 

Ｂ船引船列は、北東進中、船長Ｂが前方の見張りを適切に行ってい

なかったことから、Ａ船に気付くのが遅れ、針路を左に転じたもの

の、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、船長ＡがＢ船引船列に対する見張りを適切に行わず、ま

た、船長Ｂが前方の見張りを適切に行っていなかったため、Ａ船とＣ

船が衝突したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・他の船舶との衝突を避けるための動作をとる場合は、十分に余裕

のある時期に、大幅にとること。 

・他の船舶と進路が交差する態勢で接近した際、やむを得ない場合

を除き、針路を左に転じないこと。 

・避航動作をとる際には、適切な操船信号を行い、他の船舶に操船

の意図を知らせること。 

 


